
高
卒
者
採
用
促
進
へ
特
設
サ
イ
ト

全
管
連
管
工
事
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
向
上

環
境
省
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
度

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
な
ど
脱
炭
素
に
貢
献

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）

は
４
月
５
日
、
管
工
事
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
）
向
上

と
高
卒
者
の
採

用
促
進
へ
特
設

サ
イ
ト
を
開
設

し
た
。
高
校
生

向
け
求
人
支
援

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
ａ

ｎ
ｄ

進
路
指
導
室
」
内
に

全
管
連
特
設
サ
イ
ト
「
も
し

も
世
界
が
パ
イ
プ
で
つ
な
が

っ
て
い
な
か
っ
た
ら
??
」
を

設
置
し
、
管
工
事
業
や
全
管

連
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
る
。

Ｈ
ａ
ｎ
ｄ

進
路
指
導
室

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
プ

リ
・
シ
ス
テ
ム
企
画
・
開
発

を
手
が
け
る
㈱
ス
タ
ジ
ア
ム

が
提
供
。
全
管
連
特
設
サ
イ

ト
で
は
「
管
工
事
Ｑ
＆
Ａ
」

「
わ
た
し
が
管
工
事
を
選
ん

だ
理
由
」
「
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
と
は
」
の

各
ペ
ー
ジ
で
管
工
事
業
の
魅

力
や
関
連
資
格
、
業
務
内

容
、
若
手
社
員
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
水
道
・
ガ
ス
・
空
調

に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
は
工
事

現
場
や
機
器
類
の
写
真
な
ど

を
盛
り
込
み
、
人
の
暮
ら
し

を
支
え
る
水
イ
ン
フ
ラ
の
重

要
性
を
強
調
。
Ｑ
＆
Ａ
で
は

現
場
の
労
働
環
境
や
休
日
の

取
得
な
ど
入
職
に
当
た
っ
て

気
に
な
る
点
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
る
。

管
工
事
を
選
ん
だ
理
由
に

つ
い
て
は
配
管
作
業
や
現
場

管
理
に
携
わ
る
２
０
代
の
男

女
社
員
４
名
が
入
職
の
経
緯

や
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
動
画

も
交
え
て
熱
く
語
っ
て
い

る
。
全
管
連
の
紹
介
で
は
組

織
力
や
災
害
復
旧
支
援
活
動

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

求
人
企
業
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
人
票
を
申
し
込
み
、

Ｈ
ａ
ｎ
ｄ

進
路
指
導
室
を

利
用
し
て
い
る
高
校
に
求
人

票
を
送
付
し
た
り
持
ち
込
ん

だ
り
す
る
と
、
学
校
側
は
求

人
票
を
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ

進
路
指

導
室
に
取
り
込
ん
で
先
生
・

生
徒
が
閲
覧
で
き
る
。
有
料

プ
ラ
ン
を
使
え
ば
企
業
の
特

徴
な
ど
を
追
加
情
報
と
し
て

掲
載
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

特
設
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス

は
、https://partner.h

andy.school/zenkanre
n/

で
全
管
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

環
境
省
は
４
月
５
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
第
１
会
議
室
で
企
業
を
対
象
に
し
た
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
度

の
第
２１
回
認
定
式
を
開
催
し
た
。
西
村
明
宏
環
境
相
、
山
田
美
樹
環
境
副
大
臣
、
和
田
篤
也
環
境
事
務
次
官
ら
が

出
席
し
、
環
境
保
全
分
野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
㈱
（
魚
津
彰
社
長
）
な
ど
１２
社

を
新
た
に
認
定
。
認
定
企
業
は
今
回
を
含
め
て
累
計
６６
社
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
環
境
先
進

企
業
と
し
て
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
度

は
平
成
２０
年
に
制
定
さ
れ
、

各
業
界
を
代
表
す
る
企
業
が

認
定
を
受
け
て
い
る
。
認
定

に
際
し
て
各
企
業
は
地
球
温

暖
化
対
策
や
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
対
策
な
ど
先
進
的
な

取
り
組
み
を
環
境
省
に
約
束

し
、
こ
れ
を
受
け
て
同
省
は

環
境
分
野
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
認
定
す

る
。
認
定
企
業
は
特
典
と
し

て
自
社
の
出
版
物
や
名
刺
・

制
服
、
イ
ベ
ン
ト
展
示
物
な

ど
に
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・

マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

当
日
の
認
定
式
で
は
山
田

環
境
副
大
臣
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
当
省
は
環
境
問

題
の
解
決
と
経
済
成
長
の
同

時
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
企
業

経
営
に
も
不
可
欠
で
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
企
業
の
約
束
事
項

を
た
い
へ
ん
心
強
く
思
っ
て

い
る
。
皆
さ
ま
に
わ
が
国
の

環
境
経
営
を
リ
ー
ド
し
て
も

ら
い
、
持
続
可
能
な
成
長
と

質
の
高
い
生
活
を
確
保
し
た

い
」
と
期
待
を
込
め
て
激
励

し
た
。

ま
た
和
田
環
境
事
務
次
官

は
「
エ
コ
は
普
遍
的
な
言
葉

と
な
り
、
企
業
戦
略
に
も
組

み
込
ま
れ
、
エ
コ
・
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
重
要
な
経
営
ツ
ー

ル
に
な
っ
た
。
エ
コ
に
関
す

る
皆
さ
ま
の
先
進
的
な
取
り

組
み
が
今
回
の
認
定
に
つ
な

が
っ
た
」
と
強
調
し
た
。

国
会
か
ら
駆
け
つ
け
た
西

村
環
境
相
は
「
環
境
問
題
の

解
決
は
国
や
自
治

体
だ
け
で
な
く
企

業
や
個
人
の
取
り

組
み
が
融
合
し
な

い
と
成
果
に
結
び

つ
か
な
い
。
脱
炭

素
社
会
の
実
現
は

次
世
代
へ
の
わ
れ

わ
れ
の
責
務
だ
。

皆
さ
ま
の
取
り
組

み
を
全
力
で
支
援
し
、
持
続

的
成
長
を
め
ざ
し
て
い
く
」

と
述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要

請
し
た
。

今
回
認
定
さ
れ
た
１２
社
の

う
ち
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
な
ど
と
共
同

で
リ
モ
デ
ル
活
動
を
展
開
し

て
い
る
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
は
建

築
資
材
分
野
で
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

に
次
ぐ
２
社
目
の
認
定
と
な

る
。
環
境
省
へ
の
約
束
と
し

て
①
高
断
熱
窓
の
普
及
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
２
０
２

４
年
度
ま
で
に
２
０
２
０
年

度
比
１
・
５
倍
に
拡
大
②
自

社
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２
０

１
３
年
度
比
半
減
③
産
学
官

の
連
携
に
よ
る
樹
脂
窓
の
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
―
―
な
ど
を
掲
げ
て

い
る
。
席
上
、
魚
津
社
長
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
強
化
し
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
。
社

内
か
ら
の
廃
棄
物
削
減
に
取

り
組
む
一
方
、
１
０
０
％
再

生
利
用
し
て
い
る
ア
ル
ミ
端

材
は
２
０
３
０
年
度
を
目
標

に
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
図

る
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

認定企業を迎えて記念撮影

山田副大臣

西村環境相

和田事務次官

魚津社長
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